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委
に
よ
る
施
策
の
変
化
に
対
応

す
る
「
組
合
の
考
え
方
」
が
わ
か

る
こ
と
や
、
伝
わ
る
こ
と
で
、
目

の
前
の
教
育
実
践
と
の
関
わ
り

が
わ
か
っ
た
り
、
そ
の
実
践
の

意
義
を
再
確
認
で
き
る
『
元
気
』

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
。 

『
忙
し
い
』
と
か
『
難
し
い
』

と
か
と
い
う
声
が
目
立
つ
中

で
、
基
本
的
な
コ
ト
で
す
が
、
再

確
認
で
き
た
こ
と
は
、
宗
谷
教

組
の
運
動
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
で
す
。 

 

〝
ほ
ん
も
の
〟
を 

見
つ
け
る
「運
動
」は
、 

大
変
な
ん
だ
！  

例
え
ば
「
へ
き
地
級
地
を
守

る
取
り
組
み
」
や
「
民
主
的
学
校

づ
く
り
」
な
ど
の
今
日
に
続
く

運
動
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
大

先
輩
の
先
生
方
が
意
義
や
ね
ら

い
を
整
理
し
て
き
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
意

宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
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数
年
前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

「
独
自
削
減
」
が
終
わ
っ
て
、
賃

金
確
定
交
渉
で
は
「
道
人
事
委

員
会
の
勧
告
」
を
基
準
に
賃
上

げ
が
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
私
た

ち
の
働
き
方
の
課
題
は
ど
う
改

善
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が

問
わ
れ
る
一
方
、
道
教
委
は
国

段
階
の
在
り
方
を
ベ
ー
ス
に
判

断
す
る
の
で
、「
道
の
判
断
で
改

善
」
と
い
う
回
答
は
な
か
な
か

引
き
出
せ
ま
せ
ん
。 

一
方
で
、
私
た
ち
の
働
き
方

の
問
題
の
中
で
も
「
賃
金
」
と
い

う
生
活
に
直
結
す
る
課
題
に
対

す
る
向
き
合
い
方
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
も
感
じ
ま

す
。 

    

今
回
の
賃
金
確
定
交
渉
で
は

「
道
教
委
は
、
道
人
事
委
員
会

の
勧
告
ど
お
り
の
賃
上
げ
を
す

る
か
ど
う
か
」
が
焦
点
で
し
た
。 

交
渉
の
過
程
で
、「
秋
の
台
風

被
害
で
道
予
算
を
予
定
外
に
使

う
」
と
い
う
理
由
で
、
道
人
事
委

員
会
の
勧
告
通
り
に
賃
上
げ
が

行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
浮
上
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
各
労

働
組
合
な
ど
が
一
斉
に
反
発
。

結
果
的
に
、
勧
告
通
り
の
賃
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
労
働
組
合
や

教
職
員
組
合
の
役
割
、
そ
し
て

私
た
ち
教
職
員
の
願
い
を
汲
み

取
り
交
渉
を
通
し
て
要
求
す
る

一
一
月
一
七
日
に
、賃
金
確
定
交
渉
が
あ
り
ま
し
た
。
交
渉
結
果
に
つ
い
て
は
す
で
に
分
会
や
支
部
で

学
習
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。今
回
の
交
渉
は
、給
与
改
定
の
面
で
労
働
組
合
の
存
在
意
義
が
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
宗
谷
情
報
で
は
、要
求
実
現
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。 

こ
と
の
意
義
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。 「

な
か
な
か
要
求
は
実
現
し

な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
、
改
め

て
「
組
合
」
と
い
う
存
在
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
に
な
る
交
渉
と

な
り
ま
し
た
。 

賃金確定交渉の「現場」 
賃金確定交渉では、様々な労働組合や教職員組合が

交渉を行います。主なものには道庁職員による労働組

合（自治労・全道庁）や北教組、そして私たち道教組・

道高教組などがあります。賃金問題など道や道教委が

提示するものに対しての交渉課題を中心に、独自課題

も織り交ぜます。 

道教委との交渉は、事

前の「折衝」によって課

題が整理されます。他府

県の交渉は行政側・組合 

側ともにすべてアドリブで行われる場合もあるよう

ですが、北海道の場合は「折衝」で発言内容が整理さ

れます。だからこそ、「現場発言」と「委員長による冒

頭と最後のまとめ」が重要になります。このふたつは、

アドリブによって行われます。そして、これらの発言

を後押しするのは、分会や各支部での教育活動だった

り組合づくりの観点に立った集団的議論です。 

勤務時間外職場集会の際に「ひとこと要求書」をお

願いしているのも、現場の声をまとめ、今後の交渉に

向けての原動力にするためです。学校づくりの現状

や、働き方のリアルな部分を交渉の場に―――そうし

た意味合いを持っています。 

ひとこと要求書は２４日までに宗谷教組本部へ 

宗
谷
教
組
の
活
動
は
歴
史
が

深
く
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
活
動
の
見
え
方
や
今

後
に
対
す
る
思
い
は
世
代
に
よ

っ
て
様
々
で
す
。
こ
う
し
た
課

題
意
識
か
ら
、「
組
合
づ
く
り
を

考
え
る
世
代
別
懇
談
会
」
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
第
１
回

の
懇
談
会
は
、
四
十
～
五
十
代

の
み
な
さ
ん
を
対
象
、
一
〇
名

の
先
生
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

 最
近
の
〝
い
ず
さ
〟
を 

乗
り
越
え
る 

 

ま
ず
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
「
印
象
に
残
っ
た
組
合
活
動
」

を
話
す
中
で
、
対
比
的
に
今
日

的
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
社
会
情
勢
が
激
し

く
変
化
す
る
中
で
の
組
合
の

「
発
信
力
」
で
し
た
。
働
き
方
の

問
題
や
、
教
育
内
容
に
関
す
る

こ
と
な
ど
文
部
科
学
省
や
道
教

義
な
ど
は
、
対
話
活
動
な
ど
の

「
運
動
」
が
あ
っ
て
形
作
ら
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

署
名
や
対
話
活
動
は
、
今
日

的
に
は
大
き
な
負
担
が
多
い
活

動
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
諸
先
輩
の
先
生
方
が
進

め
て
き
た
「『
運
動
』
の
大
変
さ
」

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
的
な

財
産
と
な
っ
て
い
る
…
と
い
う

こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

一
方
で
、
各
学
校
で
は
現
実

的
な
課
題
を
受
け
止
め
な
が
ら

組
合
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ふ

た
つ
の
側
面
の
狭
間
で
、
い
ま

私
た
ち
は
ど
う
し
て
い
く
べ
き

か
考
え
さ
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

賃
金
確
定
交
渉
、
前
進
回
答
も
。 

 

組
合
づ
く
り
を
考
え
る
世
代
別
懇
談
会 

み
ん
な
で
考
え
る
、
こ
の
組
合
の
コ
ト
。 

 

宗

谷

教

組 

 

いつも組合費の納入にご協力
をありがとうございます。 
組合費は毎月２５日に登録い

ただいた口座からの引落しにな
っていますが、６月・１２月（手
当月）は、定例の引落しとは別に、
引き落とし日を設けています。 
１２月１５日は、１２月手当分

の組合費引き落とし日です。 
「いつもの組合費＋３，０００円」
の金額が納入金額となります。残高
の確認等、ご確認をお願いします。 

１２月１５日（木）は 
組合費引き落とし日 

です。 
 

要
求
が
あ
る
か
ら 

改
善
す
る
！ 
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▶なんとなく元気が出ないこの時代、「こんなふうにして

いきたい」というのは教職員組合運動が得意とするところ

です。１０月末の世代別懇談会では、「もっと声を出して

いったらいい」という意見に組合の元気を見ました。 

▶朝日新聞１１月１９日の「声」欄には、これからの世界

に対して不安に思う広島県の中学３年生の文章がありま

した。 
 

私はいま、本当に不安だ。世界がどうなるか、全くわか

らない。世界で何が起こるか分からない。当たり前の幸せ

を、手に入れることができなくなるかもしれない。 

それでも、生きていかなくてはならない。何があっても乗

り越えられる、知識と心を持たなければいけない。それだけ

は、本当だと思う。 
 

▶子どもたちの未来に寄り添う私たち。だからこそ、学び

考え合うことをつかんで離しちゃいけないんだと考えさ

せられます。（naity） 

 

青年部学習会「センたま」 
１１月の学習会は、１３名が集ま

り学び合いました。 

参加されたみなさんからは「勉強

になった」という声はもとより、『今

度はこんな学習したいなぁ』という

声も聞かれるようになりました。 

十
一
月
五
日
～
六
日
に
、
江

別
で
合
同
教
育
研
究
全
道
集
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
の
札
幌
地
方
は
も
の
す

ご
い
雪
で
し
た
。
宗
谷
か
ら
参

加
の
皆
様
は
運
転
な
ど
大
変
だ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

土
曜
日
朝
の
テ
ー
マ
討
論
。

若
者
・
学
習
交
流
企
画
で
は
利

尻
・
仙
法
志
中
学
校
の
相
座 

拓
己
先
生
が
話
題
提
供
を
し
ま

し
た
。
中
で
は
、
利
尻
支
部
の
取

り
組
み
で
あ
る
教
育
講
座
に
つ

い
て
の
言
及
も
。
７
月
に
初
め

て
実
施
さ
れ
た
企
画
に
対
す
る

熱
い
思
い
と
、
今
後
の
継
続
に

つ
い
て
の
意
欲
が
語
ら
れ
ま
し

た
。 ま

た
分
科
会
で
は
、
宗
谷
か

ら
レ
ポ
ー
ト
発
表
は
十
二
本
。

レ
ポ
ー
ト
発
表
さ
れ
た
み
な
さ

ん
か
ら
は
「
丁
寧
に
討
論
し
て

も
ら
っ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
の
実
践
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」「
実
は

初
め
て
の
参
加
。
大
変
勉
強
に

な
っ
た
」「
高
校
の
先
生
の
専
門

的
な
見
方
か
ら
指
導
案
を
検
討

し
て
も
ら
え
た
」
な
ど
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

交
流
会
で
は
、
宗
谷
の
ほ
か

に
、
道
教
組
執
行
部
、
釧
路
（
全

釧
路
・
高
教
組
釧
根
支
部
・
教
育

大
釧
路
の
先
生
）、
網
走
、
な
ど

が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た 

宗
谷
教
組
に
加
入
し
て
い
る

先
生
方
か
ら
は
「
道
内
の
先
生

方
と
も
組
合
の
つ
な
が
り
で
交

流
し
た
い
な
」
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
た
だ
、
北
海
道
は

広
い
の
で
な
か
な
か
そ
う
し
た

機
会
は
持
て
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
有
意
義
な
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
何
か
の
機
会
に
こ

う
し
た
場
を
持
て
れ
ば
…
と
感

じ
ま
し
た
。 

▶アメリカではトランプ氏

が次期大統領に就任するこ

とが決定、国内ではＴＰＰ関

連法案が衆議院を通過し、憲 

法審査会が動き始めています。めまぐるしい社会の変化に

合わせて情勢を理解していくことのしんどさを感じる方

もいるのでは？ 

▶それはきっと情報化・ＩＴ社会がもたらしていることで

もあるのかもしれません。スマホでシュシュッと情報が手

に入るようになった反面で、「新聞を読まない」という話

も昔よりよく聞くようになりました。みなさんのまわりで

はどうでしょう。 

▶こうした時代の変化の根底には、新自由主義という考え

方が私たちの身の回りに浸透している事実があるのでし

ょう。貧困と格差、競争社会、思考や反応を拒否すること

や意見を言うことへの無力感（反知性主義というそうで

す）など具体的には様々です。 

教員採用試験学習会 
１０月から教員採用試験学習会を始めました。 

１０月・１１月と５名程度の参加です。直前の時期よりは

少ないですが、一般教養・教職教養を中心に、先生として身

に着けたい力についても学ぶ内容になっています。 

冬なので、なかなか集まりづらい環境の中でもコツコツ続

けていきます。 

１２月５日（月） １９：００～２０：３０ 宗谷教育会館にて 

参加費 組合員は無料。未組は１回 1,000円 

１２月センたま テーマは「リーダーを育てる」 
１２月１０日（土） １４：００～１６：００、 

稚内北星学園大学にて 
 

 

宗
谷
か
ら
30

名
の
参
加
、
あ
り
が
と
う
！ 

２０１７年１月７日～９日 

 

私たち宗谷教組が結集している全国組織「全

教」では、職種別・課題別などで様々な学習交

流集会を行っています。その中のひとつ、障害

児教育に関する全国規模の学習交流集会が冬

休み中に札幌で行われます。 

特別支援学級を担当していない先生方の学

びにつながる内容になっています。宗谷教組で

は、この学習交流集会を、全道・全国の教育実

践から学ぶ大切な機会ととらえ、次のように対

応をします。 

 

ぜひ、積極的な参加を！ 
学習交流集会は３日間日程です。しかし、すべて

の日程への参加が厳しい場合もあると予想され

ることから、「１日参加」「２日間参加」も含め

て柔軟に考えます。 

 

宗谷教組から旅費補助あります。 
宗谷教組から「研修資金」として、組合員の

みなさんが参加される際には、旅費を補助し

ます。 

 

くわしくは、チラシをごらんください。 

申込みは、宗谷教組本部までお願いします。 

 

盛り上がった交流会の様子 


